
2019年度、2020年度に卒業した看護学部生に対して、卒業後2年目、3年目になった今、日本赤十字看護大学での学びを振り返り、どのような力が身についたのか調査した。

【調査時期】　2022年12月
【調査対象者】　2019年度、2020年度看護学部卒業生　37名
【回答率】　12.1%
【結　果】

　卒業後、2・3年で身についていると感じている割合の高い順に上位項目は、以下のとおりであった（強くそう思う、そう思う を合わせた割合）。

・自らの行った実践を振り返り、評価する能力（92%）
・同僚や後輩など専門職同士で共に教え学びあい、成長し合う姿勢（92%）
・異なる文化、価値観をもつ人々を、かけがえのない人間として尊重する態度（89%)
・看護を受ける人の持つ力を活かして実践する能力（84%)

　身についているという回答が低かった項目は、以下のとおりである。
・本学で培った知識・技術を生かして、国際貢献する基礎的能力（27%）
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1 .  一人ひと り の人間を総合的に理解する こと がで きる。

2 .  異な る 文化、価値観をもつ人々を、かけがえのない人間とし て尊重する態度を身についている。

3 .  自己の考え を相手に分かるよ うに主張で きる だけでな く、他の人たちそれぞれの独自性を認めつ つ、相互に高めあい、支えあう関係を築く能力 を身について いる。

4 .  人間の尊厳と 権利を倫理的な 視点から擁護する能力を身についている。

5 .  一人ひと り の人間の意思と独自性を尊重し守るための能力を身についている。

6 .  健康上の諸課題に気づく能力を身についている。

7 .  健康上の諸課題をさまざまな角度から分析する能力を身についている 。

8 .  健康上の諸課題に対処するための方法を、根拠に基づいて検討する能力を身についている 。

9 .  看護の実践、研究に必要な 知識・技術を探求する基礎的な能力を身についている 。

1 0 .  健康レベルに応じ た諸課題への対処に必要な知識・技術を学び、実践する 能力を身について いる。

1 1 .  環境や状況に応じた看護を実践する能力を身についている。

1 2 .  災害等の危機的な 状況下に生じ る健康問題を理解し 、援助活動に必要な 知識・技術を身についている。

1 3 .  看護を受ける 人の持つ力を活かし て実践する能力を身についている。

1 4 .  自ら の行っ た実践を振り返り 、評価する能力を身について いる。

1 5 .  変化する 保健医療福祉システムに即し て看護の機能や看護職の役割を果たす能力を身について いる 。

1 6 .  他の専門職の機能や役割を理解し、必要に応じて調整的な 機能を果たすための基礎的能力を身について いる。

1 7 .  地域社会のな かで、さ まざ まな人々と連携し、健康上の諸課題に対応するためのネットワークの一員とし て協働する能力を身についている 。

1 8 .  国際的な 視野に立って、健康上の諸課題を理解することができ る。

1 9 .  本学で 培っ た知識・技術を活かして、国際貢献する基礎的能力を身についている 。

2 0 .  専門職と し て の自らを評価し 、必要とされる課題を見いだす能力を身につ いて いる 。

2 1 .  国内外の社会変化を的確に把握し 、その中で 求められる役割に対応できる 基礎的な 能力を身についている。

2 2 .  専門職と し て 実践、研究、教育を行うために、自らの可能性を追求し、人間と して成長し 続ける能力を身につ いて いる 。

2 3 .  同僚や後輩な ど 専門職同士で共に教え学びあい、成長し 合う姿勢を身について いる 。

2 4 .  変動する 社会に常に関心をもち 続け、種々の状況下で の人々の健康へのニーズを発見する能力を身について いる 。

2 5 .  よ り 良い社会の実現にむけて、新たな看護を創り出そうと する姿勢を身について いる。

Ⅰ．大学で学んだカリキュラム（教育内容）が身についているかどうか、回答してください。

強くそう思う そう思う どちらとも言えない そうは思わない 全くそうは思わない 無回答



2019年度、2020年度に卒業した看護学部生が就職した施設の看護管理者に対して、卒業後2年目、3年目の卒業生が平均的にどのような力が身についたのか質問した。

【調査時期】　2022年12月
【調査対象者】　2019年度、2020年度看護学部卒業生が2名以上就職した医療施設の管理者　22名
【回答率】　78.5%
【結　果】

　看護管理者が本学卒業生に対し、卒業後2・3年で身についていると感じる力について、割合の高い順に上位項目は、以下のとおりであった（強くそう思う、そう思う を合わせた割合）。

・異なる文化、価値観をもつ人々を、かけがえのない人間として尊重する態度（73%）
・健康上の諸課題に気づく能力（73%）
・自らの行った実践を振り返り、評価する能力（73%)
・同僚や後輩など専門職同士で共に教え学びあい、成長し合う姿勢（69%)

　身についているという回答が低かった項目は、以下のとおりである。
・災害等の危機的な状況下に生じる健康問題を理解し、援助活動に必要な知識・技術（9%）
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1 .  一人ひとりの人間を総合的に理解することができ る。

2 .  異なる文化、価値観をもつ人々を、かけがえのな い人間とし て尊重 する態 度を身につ けて い る。

3 .  自己の考えを相手に分かるように主張でき るだ けで なく、 他の人た ち それぞれの 独自性を 認めつつ、相互 に高めあ い、支 えあう 関係を築 く能力 を 身につ けて いる。

4 .  人間の尊厳と権利を倫理的な視点から擁護する能力を身 につけ てい る。

5 .  一人ひとりの人間の意思と独自性を尊重し守るための能力を 身につ けて いる。

6 .  健康上の諸課題に気づく能力を身につけてい る。

7 .  健康上の諸課題をさまざまな角度から 分析する能力を身 につけ てい る。

8 .  健康上の諸課題に対処するための方法を、根拠 に基づい て検討 する 能力を身 につけ てい る。

9 .  看護の実践、研究に必要な知識・技術を探求する 基礎的な 能力を身 につけ てい る。

1 0 .  健康レベルに応じた諸課題への対処に必要な 知識・技術 を学び、 実践す る能力を 身につけ て いる。

1 1 .  環境や状況に応じた看護を実践する能力を身 につけ てい る。

1 2 .  災害等の危機的な状況下に生じる健康問題を理 解し、援助活動 に必要 な知識・ 技術を身 につけ てい る。

1 3 .  看護を受ける人の持つ力を活かして実践す る能力を 身につ けて いる。

1 4 .  自らの行った実践を振り返り、評価する能力を身につ けて いる。

1 5 .  変化する保健医療福祉システ ムに即して看護の 機能や看護 職の役割を 果たす 能力を身 につけ てい る。

1 6 .  他の専門職の機能や役割を理解し、必要に応じて調整的 な機能 を果た すため の基礎的能 力を身につ けて い る。

1 7 .  地域社会のなかで、さまざまな人々と連携し、健康上の 諸課題に 対応す るため のネット ワークの一員とし て協働 する能 力を身につ けて い る。

1 8 .  国際的な視野に立って、健康上の諸課題を理解す ること ができ る 。

1 9 .  本学で培った知識・技術を活かして、国際貢献す る基礎的 能力を身 につけ てい る。

2 0 .  専門職としての自らを評価し、必要とされる課題を見いだ す能力を 身につ けて いる。

2 1 .  国内外の社会変化を的確に把握し、その中で求められ る役割 に対応 でき る基礎 的な能 力を身につ け てい る。

2 2 .  専門職として実践、研究、教育を行うために、自らの可能性 を追求し、人 間として成長し 続け る能力を 身につ けて いる。

2 3 .  同僚や後輩など専門職同士で共に教え 学びあ い、成長し 合う姿勢を 身につけ て いる。

2 4 .  変動する社会に常に関心をもち続け、種 々の状況下 での人 々の健康へ のニーズ を発見す る能力 を身につ けて いる 。

2 5 .  より良い社会の実現にむけて、新た な看護 を創り出そ うとする 姿勢を身 につけ てい る。

Ⅰ．日本赤十字看護大学のカリキュラムは、以下の能力を「卒業時の到達目標」としています。

貴院に入職した本学卒業生が、入職2年目の時点において、以下の項目の能力を身につけているかについて、

入職2年目の時点における本学卒業生の平均的な姿を想定してご回答ください。ご回答ください。

強くそう思う そう思う どちらともいえない そうは思わない 全くそうは思わない 無回答
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